
２年 音楽科

「おまつりの音楽」
～リズムを繰り返したり組み合わせたりしながら、

おまつりのリズムをつくろう～



指導案（指導計画） （本時）



リズムカードを並び替えて、16小節のリズムをつくろう

前時につくった４小節のリズムを元にしながら、リズムカードを並び
替えて１６小節のリズムをつくった。色分けしたカードを使うことで、
反復や音楽のまとまりを意識しながらリズムづくりをすることができた。



16小節のリズムをプログラムして、つくったリズムを聴いてみよう

リズムカードを並べてつくった１６小節のリズムを「Scratch」でプロ
グラムし、つくったリズムを確かめた。自分のリズムを客観的に聴くこ
とができ、よりよいリズムになるよう、いろいろと試すことができた。



児童の作品例

「Scratch」のプログラミング画面



自分のつくったリズムを紹介し合おう

繰り返しを使って、楽しそうなおま
つりのリズムをつくっているね。

最後は「うん」（休符）で終わる
と、終わった感じがするね。



教材の工夫

スムーズにカードを使うことができる
ように色分けし、それぞれのポケット
に同じカードを入れておくようにした。

拍の流れや音楽のまとまりが分かりや
すいような枠を作成し、ホワイトボー
ドに貼り付けて活用した。

ホワイトボード

リズムカード



板書



成果
リズムカードやScratchを用いて可視化し、記録や再生す
ることで、自分のつくったリズムを客観的に振り返ること
ができた。
自分のつくったリズムを紹介し合う活動を通して、それ
ぞれのリズムの工夫や良さに気付き、よりよいリズムにし
たいと試行錯誤する活動の意欲につながった。

課題
１６小節という長さになると、リズムの手直しに時間が
かかってしまい、実際に演奏する活動につなげることがで
きなかった。音楽科としての目標を達成するためにも、作
業時間の設定を明確に行い、つくるだけでなく、演奏する
活動も充実させていく必要がある。
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